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	応用
	抗原情報
	背景
	Mcl-1（骨髄細胞白血病-1）はBcl-2関連遺伝子であり、ヒト骨髄芽球性白血病細胞ML-1の分化過程、または様々なDNA損傷因子への曝露中に発現が増加する早期誘導遺伝子として同定されました。TGF-α1やフォルスコリンなどのアポトーシス刺激による処理後、アポトーシスを起こしている末梢Bリンパ球では、Mcl-1のレベルが低下します。Mcl-1の発現は、CHO 5AHSmyc細胞におけるc-mycの過剰発現によって誘導されるアポトーシスを遅延させます。造血FDC-P1細胞では、Mcl-1は別のBcl-2関連タンパク質であるBaxと相互作用し、様々なアポトーシス試薬による処理後の細胞生存率を延長します。このモノクローナル抗体は、BCBL-1細胞溶解物中の37kdのMCL1を検出しました。
	研究分野
	アポトーシス
	画像データ
	

	Hela（1）、BCBL-1（2）、Jurkat（3）、HL60（4）細胞溶解物に対するMCL1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	MCL1マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントはDY-554ファロイジンで標識されている。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	MCL1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒトリンパ節組織の免疫組織化学分析。

